
 

 

 
     

コ
ロ
ナ
蔓
延
が
な
か
な
か
終
息
し
な
い
中

で
、
令
和
４
年
度
の
自
治
会
活
動
が
始
動
し

ま
し
た
。 

 

本
年
度
活
動
方
針
中
の
特
に
以
下
の
二
点

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

一
． 
自
治
会
費
及
び
共
益
費
に
つ
い
て 

（
１
）
自
治
会
費 

 
 

現
在
の
自
治
会
費
に
は
共
益
費
部
分
も 

含
ま
れ
て
お
り
、
年
間
六
千
円
の
負
担
を 

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
活
動
費 

等
を
差
し
引
い
て
も
積
立
金
や
繰
越
金
が 

い
か
に
も
多
く
、
こ
れ
の
大
き
な
理
由
の 

一
つ
に
は
平
成
２
７
年
に
街
路
灯
等
の 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
い
、
電
気
代
が
大
幅
に
減 

少
し
ま
し
た
が
、
自
治
会
費
は
据
え
置
き 

の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
年
間
百 

万
円
弱
）
。
今
年
度
の
総
会
に
お
い
て
も
積 

立
金
の
あ
り
方
の
ご
指
摘
も
あ
り
、
活
動 

事
業
費
等
を
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
自
治
会
費
の
減
額
は
可
能
と
思
わ
れ 

ま
す
の
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
２
）
共
益
費 

 
 

共
益
費
は
、
羽
根
野
台
に
お
住
ま
い
の 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全
て
の
世
帯
の
方
に
等
し
く
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
、
自
治
会
員
、
非
自
治
会
員

の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば

街
路
灯
等
の
電
気
代
が
そ
れ
に
当
た
り
ま

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
共
益
費
は
住
居
世

帯
の
方
々
に
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
拒
否
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

現
在
年
間
六
千
円
の
共
益
費
の
額
に
つ 

き
ま
し
て
は
、
負
担
し
て
い
た
だ
く
項
目 

を
精
査
し
、
減
額
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

 

尚
、
参
考
ま
で
に
「
埼
玉
県
営
住
宅
本
多 

第
二
団
地
の
自
治
会
で
は
共
益
費
を
め
ぐ 

る
裁
判
が
あ
り
、
最
高
裁
第
三
小
法
廷
は 

２
０
０
５
年
4
月
26
日
の
判
決
で
共
益
費 

の
支
払
い
を
命
ず
る
」
判
決
が
出
さ
れ
て
お 

り
ま
す
。 

二
．
夏
祭
り 

夏
祭
り
は
自
治
会
則
目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
「
会
員
相
互
の
親
睦
」
を
図
る
た
め
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

（
１
） 

会
場
設
営
の
問
題 

会
場
づ
く
り
は
、
当
該
年
度
の
役
員
の 

方
々
に
よ
っ
て
設
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、 

役
員
の
方
々
の
高
齢
化
に
よ
り
作
業
負
担
が 

大
き
く
、
ま
た
、
炎
天
下
で
の
作
業
に
も
不
安 

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力 

等
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
過
去
の
経
験
か
ら 

羽根野台自治会 広報誌                               令和 4年 6月 1日 

172号 
は  ね  の 

多
く
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。 

（
２
）
解
決
法 

 
 

解
決
法
は
、
団
地
住
民
の
方
の
高
齢
化 

は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
こ
れ
を
素
直
に

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
若
い
方
々
が
少
し
ず
つ
で
す
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
次
の
世

代
の
方
々
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
自
治
会

の
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
て

は
と
考
え
ま
す
。 

三
．
検
討
会
の
立
ち
上
げ 

 

以
上
、
二
点
の
他
に
も
自
治
会
が
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
り
、
解
決

に
向
け
て
検
討
委
員
会
（
役
員
会
の
承
認
）

を
立
ち
上
げ
る
案
も
あ
り
ま
す
が
、
方
向
性

が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
部
長

の
方
々
に
よ
る
検
討
会
で
検
討
し
、
そ
の
結

果
を
役
員
会
に
諮
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
年
度
の
活
動
方
針
に
沿
っ
て 

 
 
 

 
 
 

 

自
治
会
長 

山
岡 

詔
二 

 

夏
祭
り
中
止
の
お
知
ら
せ 

本
年
度
の
夏
祭
り
は
、
５
月

日
の
役

員
会
で
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨

年
、
昨
年
に
続
き
、
三
年
連
続
の
中
止
と
な

り
ま
す
。 



 

 

    

４
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
、
利

根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
５
０

回
羽
根
野
台
自
治
会
通
常
総
会
」
が
、
多
く

の
会
員
の
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
総
会
は
自
治
会
創
立
５
０
周
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
は
年
間
を
通
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
大
き
く
受
け
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
厳

し
い
状
況
下
で
の
自
治
会
活
動
と
な
り
ま

し
た
。 

そ
う
い
う
中
で
総
会
開
催
の
有
無
に
つ

い
て
執
行
部
を
中
心
に
議
論
を
重
ね
、
結

果
と
し
て
ま
ん
延
防
止
等
緊
急
措
置
が
解

除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
準
備
に
工
夫
を

こ
ら
し
た
う
え
で
、
感
染
対
策
を
講
じ
て

の
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
籠
谷
会
長
代
行
よ
り
、
本
日
の
総

会
会
場
出
席
者
８
９
名
と
書
面
表
決
票
に

よ
る
参
加
者
９
７
０
名
で
参
加
総
数
が 

１
，
０
５
９
名
と
な
り
、
総
会
成
立
定
足
数

７
０
９
名
（
令
和
４
年
２
月
末
日
現
在
構

成
員
数
１
，
４
１
７
名
の
１
／
2
以
上
）

を
満
た
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
本

日
の
総
会
が
成
立
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

小
池
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
引
き
続
き
、

山
岡
会
長
よ
り
、
日
頃
の
自
治
会
活
動
に

対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
に
対
す
る
お
礼

の
言
葉
が
有
り
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
て
い
た
佐
々
木

利
根
町
長
が
所
用
に
よ
り
欠
席
と
な
り
ま

し
た
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
小
池
副
会
長
よ
り
読
み
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
長
に
は
３３
班
の
中
野
賢
三
氏
が
選

出
さ
れ
、
議
長
よ
り
書
記
と
し
て
２９
班
大

野
定
由
氏
及
び
３９
班
の
芝
山
恭
子
氏
の

2
名
が
指
名
さ
れ
各
議
案
の
審
議
に
入

り
ま
し
た
。 

各
議
案
の
審
議
で
は
、
会
長
及
び
各
部

長
よ
り
詳
細
説
明
が
あ
り
、
1
号
議
案
に

つ
い
て
は
監
事
よ
り
決
算
全
般
に
関
す
る

監
査
状
況
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
質
疑
応

答
を
経
て
裁
決
に
入
り
順
次
1
号
～
５

号
議
案
ま
で
全
て
の
議
案
が
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

尚
、
各
議
案
の
可
決
承
認
数
は
総
会
参

加
総
数
１
，
０
５
９
名
（
書
面
表
決
票
９
７

０
名
、
総
会
出
席
者
８
９
名
）
の
過
半
数
で

あ
る
５
３
１
名
で
す
。 

各
議
案
の
表
決
結
果
（
書
面
表
決
票
提

出
者
＋
総
会
出
席
者
）
は
次
の
通
り
で
す
。 

（
１
）
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
活

動
報
告
及
び
一
般
・
特
別
会
計
決
算
報
告

（
案
） 

賛
成 

書
面
表
決
票
９
５
８
名
＋
総
会

出
席
者
（
賛
成
多
数
） 

 

反
対
０
名 

棄
権
１
２
名 

（
２
）
２
号
議
案 

令
和
４
年
度
事
業
活

動
計
画
及
び
予
算
（
案
） 

賛
成 

書
面
表
決
票
９
５
８
名
＋
総
会

出
席
者
（
賛
成
多
数
） 

反
対
０
名 

棄
権
１
２
名 

（
３
）
３
号
議
案 

令
和
４
年
度
役
員
推

薦
（
案
） 

賛
成 

書
面
表
決
票
９
５
８
名
＋
総
会

出
席
者
（
賛
成
多
数
） 

 

反
対
０
名 

棄
権
１
２
名 

（
４
）
４
号
議
案 

令
和
４
年
度
羽
根
野

台
区
区
長
推
薦
に
関
す
る
件
（
案
） 

賛
成 

書
面
表
決
票
９
５
８
名
＋
総
会

出
席
者
（
賛
成
多
数
） 

 

反
対
０
名 

棄
権
１
２
名 

（
５
）
５
号
議
案 

自
治
会
創
立
５
０
周

年
記
念
事
業
の
中
止
と
積
立
金
の
用
途
目

的
を
解
除
す
る
件
（
案
） 

賛
成 

書
面
表
決
票
９
５
８
名
＋
総
会

出
席
者
（
賛
成
多
数
） 

 

反
対
０
名 

棄
権
１
２
名 

第
５
０
回
羽
根
野
台
自
治
会 

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る 

 



 

 

尚
、
総
会
出
席
者
に
よ
る
賛
否
は
議
長
判

断
で
、
全
て
の
議
案
と
も
挙
手
に
よ
る
賛

成
状
況
を
確
認
し
た
上
で
の
表
決
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

又
、
各
議
案
で
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者

よ
り
、
サ
ー
ク
ル
に
対
す
る
助
成
金
に
つ

い
て
の
質
問
及
び
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

に
伴
う
積
立
金
の
増
加
・
会
費
等
の
見
直

し
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
意
見
が
だ
さ
れ
、

今
後
検
討
を
お
こ
な
う
事
と
し
ま
し
た
。 

 

 

 

全
て
の
議
案
審
議
終
了
後
、
令
和
４
年

度
の
新
任
の
広
報
部
長
・
福
祉
文
体
部
長
・

地
域
安
全
部
長
を
紹
介
後
、
永
田
副
会
長

か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
第
５
０
回
通
常

総
会
が
終
了
し
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

今
年
の
執
行
部
は
女
性
が
半
数
を
し
め
、

班
長
も
多
く
の
女
性
が
就
任
し
、
新
た
な

風
が
ふ
く
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
状
況
が
当
分
続

く
中
、
会
員
の
高
齢
化
や
災
害
発
生
・
世
界

的
な
情
勢
不
安
等
も
不
安
な
材
料
で
す
が
、

一
方
で
若
い
家
族
の
転
入
も
多
く
見
ら
れ
、

会
員
の
皆
様
に
安
全
・
安
心
で
生
活
で
き

る
環
境
を
め
ざ
し
て
の
施
策
を
提
供
し
て

い
く
事
が
、
今
後
の
自
治
会
に
と
っ
て
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

今
年
は
羽
根
野
台
自
治
会
も
５
０
年
を

経
過
し
、
自
治
会
の
今
後
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

以
上 

（
文
責
・
会
長
代
行 

籠
谷
育
英
） 

   

 

               

 
 

 

区
民
セ
ン
タ
ー
で
もW

i-
F
i

が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た 

 

今
年
度
の
事
業
活
動
計
画
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
、
区
民

セ
ン
タ
ー
利
用
の
利
便
性
お
よ
び
災
害

時
の
避
難
場
所
と
し
て
区
民
セ
ン
タ
ー

内
の
イ
ン
フ
ラ
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
区
民
セ
ン
タ
ー
利
用
者
で
あ

れ
ば
、
だ
れ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る

Wi-Fi

を
敷
設
し
ま
し
た
。 

 
Wi-

Fi

接
続
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス

ワ
ー
ド
は
、
区
民
セ
ン
タ
ー
に
掲
示
し

て
お
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し

て
ご
利
用
下
さ
い
。 

  

コミュガーデン No.4  (「とよきや」隣地) 



 

 

                        

 

     

 

 

羽
根
野
台
に
住
み
つ
い
て
３５
年
以
上

が
経
ち
ま
し
た
。 

ま
た
、
何
事
も
な
く
こ
の
地
域
で
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
自
治
会
の
お
か
げ
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
私
も
自
治
会
に
協
力

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
の
は
、
約
２０
年
前

に
結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
で

す
。 と

こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
そ
う
思
い
な
が

ら
も
、
色
々
と
言
い
訳
を
し
て
積
極
的
に

自
治
会
の
活
動
に
は
協
力
も
せ
ず
、
班
長

な
ど
も
面
倒
く
さ
い
な
ど
相
反
す
る
こ
と

を
堂
々
と
主
張
し
な
が
ら
生
き
て
い
け
る

の
が
私
で
す
。 

そ
ん
な
私
が
、
何
故
か
今
回
、
部
長
と

い
う
大
役
を
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
人
間
な
の
で
、
ど
こ
ま
で
役

に
立
て
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
会
員
皆

様
や
自
治
会
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う 

 
 
 

に
頑
張
り
ま
す 

の
で
、
宜
し
く 

 

お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

新
年
度
が
始
ま
り
、
新
た
な

執
行
部
体
制
で
羽
根
野
台
自
治

会
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
私
を

含
め
て
、
初
め
て
の
役
員
の
方

も
多
く
、
ま
た
女
性
役
員
の
比

率
が
高
い
の
が
特
徴
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
社
会
環
境
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
羽
根
野
台
団
地
の
自
治
会

で
は
、
こ
の
１
年
間
、
み
ん
な
で

仲
良
く
、
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
、
活
動
が
進
め
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

(

星
野 

２
班
） 

新
部
長
の
挨
拶 

地
域
安
全
部
長 

奈
良
浩
伸
（
6
班
） 

 

利
根
町
交
番
の
協
力
を
仰
い
で
パ
ト
カ

ー
の
試
乗
を
企
画
し
、
自
治
会
初
め
て
龍
ケ

崎
市
南
が
丘
自
治
会
と
早
尾
台
自
治
会
と

の
間
で
、
金
券
が
ど
の
自
治
会
の
夏
祭
り
で

も
使
え
る
よ
う
な
子
供
向
け
の
仕
組
み
を

作
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
大
勢
の
子
供
達
が

互
い
の
夏
祭
り
で
遊
び
、
金
券
で
好
き
な
物

を
買
い
、
祭
り
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し

た
。 同

時
に
古
い
テ
ン
ト
は
と
て
も
重
く
高

齢
者
に
よ
る
扱
い
は
重
労
働
で
す
、
そ
こ
で

軽
く
容
易
に
扱
う
こ
と
の
出
来
る
テ
ン
ト

を
購
入
し
て
省
力
化
を
目
指
し
ま
し
た
。 

特
に
力
を
入
れ
た
こ
と 

高
齢
化
を
考
慮
し
て
区
民
セ
ン
タ
ー
使
用

者
の
心
肺
停
止
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、

AE
D

を
購
入
し
て
利
根
消
防
署
の
指
導
の
下

に
班
長
を
対
象
に
毎
年
利
用
講
習
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た 

羽
根
野
へ
来
て
早
い
も
の
で
5
年
経
ち

ま
す
。
玄
関
先
で
子
ど
も
達
と
縄
跳
び
を

し
て
い
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
声
を
か
け

て
く
れ
る
方
。
虫
好
き
の
息
子
の
た
め
に

庭
で
捕
ま
え
た
よ…

と
カ
マ
キ
リ
や
ク
ワ

ガ
タ
を
届
け
て
く
れ
る
方
。
幾
度
と
な
く

地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
役
員
と
し
て
自
治
会
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
に
恩
返
し

で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
つ
つ
、
責
任

あ
る
役
に
緊
張
も
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

羽
根
野
地
区
に
な
る
よ
う
自
治
会
に
つ
い

て
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

＜羽根野台団地 会員状況＞ 

    令和 4年 4月末日現在 

会員数    ： ６３７世帯 

非会員数   ： １０６世帯 

自治会不参加数：   ８世帯 

世帯数    ： ７５１世帯 

＜会員の動向＞ 

    令和 4年 4月末日現在 

入会 ：高岩 亜矢子（ 8班） 

    横塚 隆介 （40班） 

        石井 美恵子（30班） 

    戸田 高太郎（18班） 

退会 ：佐藤 泰男  （38班） 

    高徳 亜友香（36班） 

    伊藤 萌木 （ 7班） 

        野澤 幸子 （16班） 

    小高 文義 （31班） 

訃報 ：栗城 廣喜 （ 3班） 

    竹下 タネ子（40班） 

謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

発行   羽根野台自治会 

責任者  山岡 詔二 

編集   自治会広報部 

こ
の
度
、
福
祉
文
体
部
長
に
な
り
ま
し

た
後
藤
で
す
。 

自
治
会
の
役
員
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
の
で
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
1
年
間
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 
 

     

新
部
長
の
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
部
長 

若
泉
あ
ゆ
み
（
24
班
） 

 
 
 
 
 
 
 

新
部
長
の
挨
拶 

福
祉
文
体
部
長 

後
藤
和
恵
（
21
班
） 
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